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所における研究課題評価（3年 に1度実施）   平均3．5点以上／  3年間    は、点数制を採 訳していなかっ  

たが、全体とし  
て肯定的な評価  
を受けている。  

国立感染症研究所の適正かつ  ＜施策小目標に係る指標＞  
効果的な運営を確保すること   

て、一定の水準を達  
成する  究課題評価（3年に1度実施）  

※総合評点は5点満点で、3点  3年間   度）  

で「良好」の評価  

評価予定表  備考  

19  20 21 22 23  

モニ実績モニ実 

－22－   



－23－   



大臣官房厚生科学課 （厚生科学課長 三浦 公嗣）  

今後も、外部評価を積極的に活用し 機関運営と研究実施・推進の両面から 定期的な評     価を進めて行   
くと共に、事業の必要性、計画の見直し、予算要求等に反映  

今後も、外部評価を積極的に活用し、機関運営と研究実施・推進の両面から、定期的な言・     平価を進めて行  
くと共に、事業の必要性、計画の見直し、予算要求等に反映  

＊アウトプット指標・アウトカム指標は、該当する施策小目標で設定している指標を中心に記載  
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政策評価体系上の位置付、通し番号  刀rl－1 －（2）  別表1－2  
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ダー・  国立保健医療科学院の養成訓練及び試験研究に必要な経費l串瑚蝉廟轍  平成14年度  

強 滞   
大臣官房厚生科学課 （厚生科学課長 三浦 公嗣）  

な 、町  
（  厚生労働省設置法（平成11年法律第97号）  

J；L、．  

幽係ず葛i姉 
計国専 

「厚生労働省の科学研究開発評価に関する指針」（平成17年8月25日厚生科学課長決定 平       成22年4月1日改定）   

（項）厚生労働本省試験研究所試験研究費  

暮体     系  （大事項）国立保健医療科学院の養成訓練及び試験研究に必要な経費  

（目）  

■直接実施  

□業務委託等（委託先等 ）  

・保健医療、生活術生、社会福祉施策を運営していく上で欠かせない専門技術等に       ついて業務に携わる  
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